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近
年
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
が
進
む
中
、「
農
事
組
合
法
人
ほ
づ
」

（
以
降
、（
農
）ほ
づ
）
は
、
広
範
囲
に
分

散
す
る
大
小
様
々
な
農
地
を
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
基
幹
作
目
で
あ
る

水
稲
の
適
期
適
正
な
管
理
作
業
が
困
難
と

な
り
、
い
か
に
収
量
や
品
質
を
安
定
さ
せ

る
か
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で（
農
）ほ
づ
で
は
、
令
和
元
年
度

か
ら
２
年
間
、
農
林
水
産
省
の
「
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
の
開
発
・
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
」
を
活
用
し
、
京
都
府
農
林
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー
を
代
表
機
関
と
し
た
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
画
し
て
、「
水
稲
栽
培

に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
・
機
械
の

一
貫
体
系
の
導
入
に
よ
る
作
業
支
援
と
省

力
・
増
収
・
高
品
質
化
の
実
証
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
、
実
証
試
験
で
導
入
さ
れ
た
「
ロ

ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
」
、「
直
進
キ
ー
プ
機

能
付
き
田
植
機
」
、「
ド
ロ
ー
ン
」
な
ど
の

（
１
）
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
（
自
動
走

　
　
　
行
可
能
な
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
10
ａ
以
上
の
ほ
場
で
は
、
従
来
の
ト
ラ

ク
タ
ー
（
有
人
機
）
と
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ

ク
タ
ー
（
無
人
機
）
の
２
台
を
同
時
に

動
か
す
「
協
調
作
業
」
に
よ
り
、
ほ
場

の
大
き
さ
や
形
状
に
よ
っ
て
作
業
効
率

に
差
は
あ
る
も
の
の
、
約
20
～
40
％
の

時
間
短
縮
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

■
10
ａ
未
満
の
ほ
場
に
お
け
る
「
協
調
作

業
」
で
は
、
無
人
機
の
作
業
が
早
く
終

わ
り
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
設
定
の
た
め

に
有
人
機
か
ら
無
人
機
へ
移
動
し
て
乗

降
す
る
回
数
が
増
え
、
身
体
的
負
担
が

大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
２
）
直
進
キ
ー
プ
機
能
付
き
田
植
機

■
直
進
キ
ー
プ
機
能
付
き
田
植
機
の
田
植

え
作
業
で
は
、
従
来
の
田
植
機
と
比
較

し
、
ほ
場
の
大
き
さ
や
形
状
に
よ
っ
て

作
業
時
間
は
変
わ
り
ま
す
が
、
約
20
～

30
％
の
時
間
短
縮
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
３
）
ド
ロ
ー
ン
防
除
・
施
肥

■
ほ
場
条
件
に
関
係
な
く
農
薬
散
布
が
行

え
る
こ
と
や
、
ま
と
ま
っ
た
ほ
場
で
あ

れ
ば
広
範
囲
に
防
除
で
き
る
た
め
、
動

力
噴
霧
機
で
の
作
業
な
ど
に
比
べ
約

40
％
の
時
間
短
縮
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
場
毎
の
農
薬
散
布

が
可
能
な
た
め
、
水
稲
の
生
育
や
病
害

虫
発
生
な
ど
の
状
況
に
応
じ
た
適
期
作

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
穂
肥
の
施
用
で
は
、
肥
料
の
吐
出
量
が

少
な
い
た
め
に
稼
働
時
間
が
余
分
に
か

か
り
、
吐
出
口
や
肥
料
粒
径
の
改
良
等

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
刈
取
時
に
籾
水
分
や
タ
ン
パ

ク
含
量
が
把
握
で
き
る
食
味
・
収
量
コ
ン

バ
イ
ン
等
の
検
証
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
終
的
な
検
証
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
が
今
後
の
中
山
間
地
域

の
水
田
農
業
に
有
効
な
方
策
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
機
の
効
果
に
つ
い
て
、
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
ス
マ
ー
ト
農
業

特　集

作
業
は
多
く
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
た

と
の
こ
と
。
「
お
か
げ
で
今
年
は
斑
点

米
カ
メ
ム
シ
の
被
害
が
少
な
か
っ
た

よ
」
と
う
れ
し
い
声
も
届
き
ま
し
た
。

水
稲
だ
け
で
な
く
豆
類
の
防
除
の
依

頼
も
あ
り
、
今
年
は
自
社
16　

を
含

め
、
延
べ
約
40　
の
作
業
を
行
い
ま
し

た
が
、
来
年
は
防
除
面
積
が
さ
ら
に
増

え
る
見
込
み
で
す
。

除
草
作
業
の
省
力
化
に
は
ラ
ジ
コ
ン

草
刈
機
の
導
入
が
有
効
で
す
が
、
一
集

落
や
法
人
で
は
導
入
コ
ス
ト
や
維
持
管

理
経
費
を
ど
う
す
る
か
等
が
課
題
で

す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
京

丹
波
町
で
は
今
年
度
、
ラ
ジ
コ

ン
草
刈
機
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
導
入
に
先
だ
っ
て
、
昨
年

３
月
に
和
知
地
区
の
ほ
場
で
、

ま
た
10
月
に
は
須
知
高
校
の
ほ

場
で
デ
モ
走
行
が
行
わ
れ
、
参

加
し
た
農
業
者
や
関
係
者
が
草

刈
機
の
性
能
や
操
作
性
等
を
確

認
し
ま
し
た
。
農
業
者
か
ら

は
、
「
操
縦
し
や
す
く
、
往
復

刈
り
が
可
能
で
、
旋
回
の
必
要

が
な
い
の
が
使
い
良
い
」
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

京
丹
波
町
に
導
入
さ
れ
た
草

刈
機
は
、
今
後
、
和
知
ふ
る
さ

と
振
興
セ
ン
タ
ー
で
管
理
さ

れ
、
和
知
地
区
を
中
心
に
活
用

さ
れ
る
予
定
で
す
。

「
と
に
か
く
防
除
作
業
が
楽
に
な
っ

た
」
と
語
る
の
は
、
昨
夏
、
ド
ロ
ー
ン

を
導
入
し
た
株
式
会
社
Ｒｙ
ｏ
（
南
丹

市
園
部
町
）
の
西
田
良
弘
さ
ん
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
重
い
動
力
噴
霧
機
を
背

負
い
、
何
日
も
か
け
て
農
薬
を
散
布
し

て
い
ま
し
た
が
、
暑
い
中
、
な
か
な
か

作
業
が
は
か
ど
ら
ず
、
防
除
の
適
期
を

逃
す
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん

な
中
、
思
い
切
っ
て
昨
年
の
７
月
に
操

縦
技
能
の
講
習
を
受
け
、
機
体
の
購
入

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
防
除
は
、
作
業
の

効
率
化
と
作
業
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
社
の
水
田
だ
け

で
な
く
、
周
辺
の
農
家
か
ら
も
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
防
除
の
依
頼
が
多
く
舞
い

込
み
、
南
丹
市
は
も
ち
ろ
ん
亀
岡
市
に

も
防
除
作
業
に
出
か
け
る
こ
と
も
。

ほ
場
に
よ
っ
て
は
獣
害
柵
や
電
気

柵
、
山
際
に
覆
い
被
さ
る
よ
う
な
樹
木

や
竹
な
ど
が
障
害
と
な
り
、
ド
ロ
ー
ン

の
操
作
に
細
心
の
注
意
を
払
う
場
面
も

少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
防
除

京
丹
波
町
は
広
く
て
勾
配
も
急
な
法

面
の
あ
る
ほ
場
が
多
く
、
ま
た
、
農
業

者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
も
相
ま
っ

て
、
除
草
作
業
が
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
で
農
薬
散
布
作
業
の
効
率
化
を
実
現

京
丹
波
町
で
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
導
入

（
農
）ほ
づ（
亀
岡
市
）に
お
け

る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組
み
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新規就農者の紹介
地 域 の 活 動

えびいも伝承塾　～亀岡市～
亀岡では、この２年間で新規えびいも生産者が５名増えました。

そこで高い生産技術を維持していくため、先輩農家が講師となって
「えびいも伝承塾」が開講されています。

春は「種芋の芽出しと育苗」、夏は「土寄せ」などの肥培管理、
秋は「収穫・出荷」について、シーズンを通して勉強を続けていま
す。

新規生産者は、「先輩方に実際のやり方を教えてもらえたので、
初めてでもやっていける」との手応えを感じています。

「祝」勉強会　～京丹波町～
　京丹波町では、「京の米で京の酒を」を合い言葉に京都府育成酒
造好適米「祝」の生産に初めて取り組むこととなりました。
８名の生産者が約４㌶規模で栽培され、JA主催で栽培前や栽培期
間中に２回の現地研修が開催されました。
　普及センターは、生育状況と品種特性に応じた栽培管理や収穫調
製方法について説明し、多発したトビイロウンカへの注意を呼び掛
けました。
　その結果、平均反収300㎏、一等米比率86％となり、多くの生
産者からは「収量は上がりにくいが、販売面で安心して取り組めるので継続して作りたい」との前向きな意
見が挙がりました。

普及センターは、今後もさらなる収量・品質の向上を目指し、研修会を通じてサポートを続けます。

初開催の「枝豆まつり」多くの来場者で賑わう　～丹波高原朝市～
新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けて、主要イベントが

軒並み中止となる中、JA京都丹波高原朝採り野菜部会は、10月17
日、18日の両日、黒大豆枝豆の販売促進イベント「枝豆まつり」
を開催されました。

来場者に検温を求め、３密を避けて順番に特設テントに誘導する
など感染予防対策を講じる中、180名もの来場がありました。

また、売上は、例年開催される「丹波公園まつり」（京都丹波
ロードレース開催時（今回中止））を上回ったとのことでした。

今回のイベントは、特産の黒大豆枝豆を目玉商品に、売上向上や部会活動の活性化を目的に取り組まれた
ものです。普及センターは、黒大豆枝豆の出荷期間拡大と増産を目指した研修会や府の補助事業を活用して
支援を行いました。部会では今回の好結果を受け、来年度も継続して開催したいと意気高くされています。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
中
川
さ
ん
は
滋
賀

県
か
ら
移
り
住
み
、
亀
岡
の
野
菜
農
家
で
２
年
間

の
研
修
の
後
、
令
和
元
年
５
月
に
就
農
さ
れ
ま
し

た
。夏

場
は
茄
子
、
唐
辛
子
、
冬
場
は
春
菊
に
加

え
、
品
目
拡
大
を
狙
う
え
び
い
も
の
世
話
な
ど
、

手
が
回
ら
な
い
ほ
ど
多
忙
な
日
々
を
送
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
農
業
の
楽
し
さ
は
自
分
で
決
め
て
自
分
で
や

れ
る
こ
と
」
と
の
こ
と
。

た
だ
、
一
人
で
は
労
働
力
的
に
限
界
が
あ
る
の

で
、
「
雇
用
を
入
れ
、
規
模
拡
大
が
で
き
な
い

か
」
と
計
画
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

多
く
の
野
菜
を
つ
く
っ
て
い
ま
す

中な
か

川が
わ　
喬た
か

之ゆ
き 

さ
ん

(

亀
岡
市
曽
我
部
町)

兵
庫
県
出
身
の
呉
さ
ん
が
就
農
さ
れ
た
き
っ
か

け
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
農
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
を
見
つ
け
た
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

平
成
28
年
、
農
外
か
ら
の
新
規
就
農
者
で
あ
っ

た
北
井
完
司
さ
ん
の
下
で
農
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
始
め
ら
れ
た
呉
さ
ん
は
、
２
か
月
後
に
は
農
業

に
よ
る
新
た
な
生
活
を
考
え
始
め
ら
れ
た
と
の
こ

と
。
そ
し
て
北
井
さ
ん
と
相
談
す
る
中
で
、
令
和

元
年
４
月
、
つ
い
に
新
規
就
農
者
と
し
て
独
立
さ

れ
ま
し
た
。

就
農
と
同
時
に
ハ
ウ
ス
６
棟
を
自
力
で
建
設
さ

れ
、
壬
生
菜
や
小
松
菜
を
中
心
と
す
る
周
年
栽
培

を
ス
タ
ー
ト
。
さ
ら
に
露
地
40
㌃
に
秋
冬
作
の
人

参
や
大
根
な
ど
、
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
栽
培
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
周
り
の
排
水
溝
を
手
掘
り
す
る
な
ど
、

コ
ツ
コ
ツ
作
業
さ
れ
る
姿
に
地
元
の
み
な
さ
ん
の

期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
Ｕ
タ
ー
ン
で
就
農
さ
れ
た
山
崎
さ
ん
は
、

十
数
年
間
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
勤

務
後
、
種
苗
会
社
に
転
職
さ
れ
た
と
い
う
経
歴
を

お
持
ち
で
す
。

現
在
、
生
産
物
の
大
部
分
を
道
の
駅
「
味
夢
の

里
」
に
出
荷
さ
れ
、
中
心
と
な
る
枝
豆
は
継
続
的

に
出
荷
で
き
る
よ
う
品
種
を
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
カ
ラ
フ
ル
で
珍
し
い
野
菜
を
栽

培
さ
れ
、
野
菜
が
映
え
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
特
徴
や

調
理
方
法
を
記
載
し
た
ポ
ッ
プ
、
使
い
切
れ
る
内

容
量
な
ど
、
購
入
さ
れ
る
方
の
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
た
工
夫
を
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
品
目
で
営
農
す
る
コ
ツ
は
、
「
高
品
質
を
保

ち
出
荷
を
切
ら
さ
な
い
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

栽
培
当
初
、
排
水
不
良
や
土
壌
病
害
に
悩
ま
さ

れ
た
ほ
場
に
は
、
土
壌
改
良
資
材
を
投
入
し
土
づ

く
り
に
励
ま
れ
た
と
の
こ
と
。

き
れ
い
に
生
育
し
た
野
菜
か
ら
そ
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

呉ご　
　
尚な
お

樹き 

さ
ん

(

南
丹
市
日
吉
町)

山や
ま

崎ざ
き　
将ま
さ

司し 

さ
ん

(

京
丹
波
町
蒲
生)

出
会
い
を
大
切
に
頑
張
っ
て
い
ま
す

直
売
所
に
並
ぶ
カ
ラ
フ
ル
な
野
菜
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指
導
農
業
士　
　

奥
村
　
幹
夫

（
南
丹
市
）

　
　

〃　
　
　
　

辻󠄀
　
　
　
雅

（
京
丹
波
町
）

青
年
農
業
士　
　

藤
村
　
早
苗

（
亀
岡
市
）

　
　

〃　
　
　
　

綿
井
　
庸
祐

（
南
丹
市
）

　
　
　
　

指
導
農
業
士　
　

谷
岡
　
英
樹

（
京
丹
波
町
）

青
年
農
業
士　
　

戸
田
　
康
裕

（
亀
岡
市
）

　
　

〃　
　
　
　

小
島
　
敬
久

（
亀
岡
市
）

近
年
亀
岡
市
と
南
丹
市
で
は
、

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
被
害
面
積
、
被

害
程
度
が
増
し
、
対
応
策
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
「
タ
ニ
シ
」

で
は
な
く
、「
リ
ン
ゴ
ガ
イ
」
の
仲

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
化
学
農
薬

や
化
学
肥
料
を
使
用
せ
ず
環
境
負
荷

を
低
減
し
た
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
農
業
者
や
志
向
者
を
対
象
に
、
情

報
交
換
や
交
流
を
目
的
と
し
て
、

「
京
都
丹
波
有
機
農
業
サ
ロ
ン
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
11
月
27
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た

上
で
、「
生
業
（
な
り
わ
い
）
と
し
て

の
有
機
農
業
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
し
た
。

南
丹
地
域
で
先
進
的
な
経
営
を
さ

れ
て
い
る
３
名
の
方
か
ら
、「
販
路
の

開
拓
」、「
価
格
の
設
定
」、「
顧
客
と
の

繋
が
り
づ
く
り
」
等
に
つ
い
て
報
告

し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
に
よ
る
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

栽
培
管
理
に
大
変
な
手
間
や
コ
ス

ト
が
か
か
る
有
機
農
業
に
つ
い
て
、

「
き
ち
ん
と
し
た
原
価
計
算
」、「
利

益
が
取
れ
る
品
目
」、「
相
応
な
付
加

価
値
」
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意
見

間
で
赤
色
の
卵
を
産
ん
で
増
え
ま

す
。水

中
で
活
動
す
る
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
の
対
策
と
し
て
は
、
田
植
え
後
の

浅
水
管
理
で
貝
の
動
き
を
鈍
ら
せ
て

被
害
を
回
避
す
る
方
法
、
石
灰
窒
素

や
農
薬
で
殺
貝
す
る
方

法
、
冬
場
の
ト
ラ
ク
タ
ー

耕
う
ん
に
よ
る
貝
の
破
砕

や
水
路
の
泥
上
げ
で
越
冬

数
を
減
ら
す
方
法
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
水

田
だ
け
で
な
く
、
用
水
路

に
も
生
息
し
て
お
り
、
個

人
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ

る
み
で
の
対
応
が
重
要
で

す
。地

域
で
の
勉
強
会
実
施

の
御
要
望
が
あ
れ
ば
、
普

及
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

交
換
さ
れ
、
自
ら
の
経
営
を
安
定
し

て
続
け
て
い
く
た
め
の
問
題
意
識
を

高
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

普及センターの取組み普及センターの取組み

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
応
策
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す

有
機
農
業
で「
経
営
継
続
」す
る
た
め
に・・・

「
有
機
農
業
サ
ロ
ン
」
を
開
催

みなさん、誠におめでとうございます！

黄
綬
褒
章

　
【
春
】

人
見
　
英
作
さ
ん

（
亀
岡
市
）

　
【
秋
】

人
見
　
保
夫
さ
ん

（
南
丹
市
）

京
都
府
農
林
水
産
業

功
労
者
表
彰梅

原
　
　
眞
さ
ん

（
京
丹
波
町
）

上
田
　
　
正
さ
ん

（
京
丹
波
町
）

京
都
府
農
林
水
産
業

功
労
者
表
彰㈱

新
田
農
園　
　

（
京
丹
波
町
）

清
水
　
克
次
さ
ん

（
亀
岡
市
）

　

谷
山
　
建
夫
さ
ん

（
京
丹
波
町
）

  

馬
路
町
農
作
業
受
託
組
合

（
亀
岡
市
）

京
都
府
若
手
農
林
漁
業
者
表
彰

溝
口
　
倫
正
さ
ん

（
亀
岡
市
）

村
上
　
和
也
さ
ん

（
京
丹
波
町
）

表
　
彰

退任・新任農業士のみなさん（敬称略）

たいへんお世話になりましたよろしくお願いします！

退　
　
任

新　
　
任
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京都府南丹広域振興局
農林商工部
南丹農業改良普及センター

京都府南丹市園部町小山東町藤ノ木21
TEL.0771-62-0665　FAX.0771-63-1864

ホームページ
http://www.pref.kyoto.jp/nantan/no-nokai/

E-mail
nanshin-no-nantan-nokai@pref.kyoto.lg.jp

【再生紙を使用しています】

条件を満たした場合、ロータリー・トレーラー等の作業機を装着・けん引した状態のトラクターが公道
走行できるようになりました。
＜条件のチェックポイント＞
□　灯火器類の確認
□　作業機の幅（1.7m以下）の確認
□　運行速度の確認
□　運転免許の確認
例えば、ロータリー等の直装式作業機を装着し

て灯火器類が見えなくなる場合、所定の位置に灯
火器を増設する必要があります。

作業機を装着したトラクターの公道走行について

詳しくは、農林水産省ホームページをご確認ください。

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/kodosoko.html

大型特殊免許が必要

幅1.7m超え幅1.7m以下

令和３年度 京都丹波就農サポート講座 受講生

ご案内
募集の❶対　　象　①京都丹波地域の農業の担い手として基礎技術習得が必要な方　

　　　　　　②農福連携に取り組む事業所で農業技術の指導に携わる職員　計20名程度
❷日　　時　令和３年５月～11月(予定)　平日　13時30分～17時
❸会　　場　京都府園部総合庁舎（南丹市園部町小山東町藤ノ木21）
　　　　　　協力機関の施設、現地ほ場　他
❹講座内容　土壌肥料や病害虫防除、野菜や豆類の栽培技術等　計６回程度予定
❺受 講 料　無料
❻申込方法　申込書に記入の上、持参・郵送・ＦＡＸ・電子メールで申込み
　　　　　　書類選考の上、令和３年４月末日までに受講生を決定
　　　　　　募集要領・申込書の請求は普及センターまで
　　　　　　（普及センターのホームページにも掲載予定）
❼締　　切　令和３年４月20日（火）必着
　　　　　　詳細は下記電話番号までお問い合わせください。

令
和
２
年
４
月
、
農
業
技
師
と
し
て

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
出
身
の
長
崎
県
と

比
べ
て
京
都
の
夏
は
暑
く
冬
は
寒
い
気

候
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
日
々
現
場

で
勉
強
し
て
い
ま
す
。
和
知
地
区
と
豆

類
を
担
当
し
て
お
り
、
初
め
て
の
こ
と

ば
か
り
で
す
が
、
早
く
一
人
前
の
普
及

員
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

新
規
採
用
職
員　

池
田
郁あ

や

女め

技
師

New
Face

8


